事前課題「コミュニケーション技術の応用的な展開（２）」

受講No.(.         )　氏名(.                   )
あなたがこれまで体験した介護実践を振り返って、指定されたワークシートの①と②について書いてください。
※演習の教材にするため、事例について具体的に説明できるように準備しておくこと。また事例に関して、個人情報等がわからないように書いてください（例：Aさん、B事業所　など）
	①これまで体験した介護実践での「認知症のある方とのコミュニケーションの困難さ」を感じた事例を一つあげ、その概要を800字程度にまとめてください。

	







	②これまで体験した介護実践での「利用者の変化を捉えるコミュニケーション 」について以下の手順に従い、レポートを完成させてください。 
※字数制限はありません。

	a. コミュニケーションの対象利用者の概要
（基本的な情報、例えばイニシャル、性別、年齢層などを記述してください）




b. コミュニケーションで気づいた最も重要な変化
（aを踏まえ、コミュニケーションを通じて最も顕著だった変化を一つ挙げ、その事実を記述してください）※最も顕著だった変化とは、コミュニケーション（声かけ、傾聴、非言語的コミュニケーションなど）を通じて、利用者の身体面、精神面、社会面において、それまでの状態から大きく改善したり、新しい側面が見えたりしたことを指します。単なる変化ではなく、コミュニケーションがきっかけとなって生じた、ポジティブな変化に焦点を当てて記述すること。




c. 変化に対する多角的考察
（bを踏まえ、なぜその変化が起きたのか、利用者の身体面、精神面、社会面への影響など、それぞれの側面がどのように関連しているかについて記述してください）




d. 「より望ましい状態」の言語化
（cを踏まえ、考察に基づいて、その利用者にとって今後目指すべき「より望ましい状態」とはどのようなものかを具体的に記述してください）




e. チームへの提案
（dを踏まえ、その望ましい状態を実現するために、チーム全体でどのように取り組むべきか、具体的に記述してください）




f. コミュニケーション技術の振り返り
（a〜eを踏まえ、自身が行ったコミュニケーション技術（声かけ、傾聴、非言語的コミュニケーションなど）について振り返りを記述してください）








